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体県立県北体育館黒黒羽庁舎

湯湯津上庁舎本本庁舎ト ピ ッ ク ス
新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

　大田原市副市長および大田原市教育委員会教育長が、市議会６月定例会で同意を得て、７月１日に選任およ
び任命されました。

総務課　本６階　 （２３）８７０２大田原市副市長の選任および教育長の任命

大田原市

　松田  民司［上深田］
　親園地区…✿薄井  隆好［五本木］
　野崎地区…✿筒井  雅治［薄葉第２団地］
　佐久山地区…✿菊地  孝行［荒町］、永山  恭男［大沢］
　湯津上地区…✿原田  義雄［小船渡］
　黒羽地区…✿福島  二三男［矢倉］
　川西地区…✿郡司  彰［下町２区］、小野﨑  隆［奥沢］
　両郷地区…✿中村  孝［大輪下］
　須賀川地区…✿平久江  德昭［須賀川上］
●監事…手塚  和夫［荻野目］、田中  榮啓［薄葉第３団地］
●会計…蛭田  勝博［新宿］

　大田原市区長連絡協議会は、市と区長（自治会長）相互
の連絡調整を図り、市政の発展に貢献することを目的に
結成されています。総会において、次のとおり役員が選
任されました。（敬称略、［ ］内は自治会名）
●会長…筒井  雅治［薄葉第２団地］
●副会長…小池  清一［川下刈切平林］、菊地  孝行［荒町］
　平久江  德昭［須賀川上］
●理事（✿は地区区長会長）
　大田原地区…✿小池  清一［川下刈切平林］、福島  初夫
［大久保町］、鴇巣  隆美［赤堀東］、室井  敏雄［赤堀西］

　金田地区…✿紙本  一富［乙連沢］、永山  一美［鹿畑］

区長連絡協議会役員が決まりました 問政策推進課　本６階　　（２３）８７１５本

問いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会大田原市実行委員会　　 ２階　　（４７）６１００Ａ

デモンストレーションスポーツは、通称「デモスポ」と呼ばれ、天皇杯・皇后杯の獲得を目指し、競い合
う正式競技とは別に県内に居住している方々を参加対象とし、子どもからお年寄りまで幅広く参加できる
スポーツイベントです。国体を契機とした生涯スポーツおよびデモンストレーションスポーツの普及・振
興を推進するとともに、国体の機運醸成を目的として実施されます。

デモンストレーションスポーツ（スポーツチャンバラ）が開催されます

　手に「エアー・ソフト剣」というさまざまな用具（長
剣や槍など）を持ち、アクリル製の軽い「面」をかぶっ
て対戦する安全性の高い競技スポーツです。
　ルールは、「どこを打ってもよいが、どこを打たれ
てもいけない」だけなので、初めての方でもすぐに試
合を楽しむことができます。
　相手の体を先に打った方が勝者となる打突競技（個
人戦や団体戦）と、型（素振り）の正確度を競う基本動
作などの試合が行われます。

スポーツチャンバラ

●会場…栃木県立県北体育館
●開催日…７月24日㊐
●主催…栃木県スポーツチャンバラ協会

Ａ別館

○副市長（新任）

　髙
たかはし

橋  一
かずしげ

成 氏
　（大田原市滝沢）
　任期：令和８年６月30日まで

○教育長（新任）

　篠
しのやま

山  充
みつる

 氏
　（大田原市滝沢）
　任期：令和６年９月30日まで
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　市では、毎年６月と12月の年２回、市の財政状況を公表しています。これは、市民の皆さまから納めていた
だいた税金や国・県からの支出金などの使いみち、財産の状況などをお知らせするものです。
　今回は、令和３年度下半期（令和４年３月31日まで）の執行状況をお知らせします。
　なお、市の決算は出納整理期間（４月１日～５月31日）後に作成しますので、今回の財政状況の数値と決算
の数値は異なります（決算の状況は広報おおたわら１月号に掲載予定です）。

（令和４年３月31日現在　住基人口：69,865人　世帯：29,608世帯）

一般会計の状況

歳出歳入

１世帯当たりの市税負担額は、　　　35万7,023円 １世帯当たりの歳出金額は、　109万円6,681円

市税の状況 財産の状況
税　目 予算現額 収入済額 収入率

固定資産税 51億3,030万円 51億4,691万円 100.3％

市民税 37億4,668万円 42億7,912万円 114.2％

市たばこ税 ４億9,900万円 ５億3,509万円 107.2％

都市計画税 ３億3,050万円 ３億3,110万円 100.2％

軽自動車税 ２億5,770万円 ２億6,277万円 102.0％

入湯税 1,460万円 1,574万円 107.8％

合計 99億7,878万円 105億7,073万円 105.9％

上段：予算現額
下段：支出済額

上段：予算現額
下段：収入済額

市民１人当たりの歳出金額は、　　46万4,761円

■一般会計予算を市民１人当たりに換算してみると・・・

市民１人当たりの市税負担額は、　　15万1,302円

　市債・国庫支出金・県支出金については、事業完
了後に収入となるため、翌年度へ繰越となったり、
出納整理期間（４月１日～５月31日）に収入されたり
する分があり、予算現額と収入済額に開きが生じて
います。

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方消費税
交付金

使用料及び
手数料

その他

民生費

土木費

教育費

総務費

公債費

衛生費

農林水産業費

消防費

その他

商工費

　 財政課　　６階　　（２３）８７９７本

363億6,459万円
353億8,322万円

363億6,459万円
324億7,054万円

区分 現在高

土地 　　　5,522,349㎡

建物 　　　   343,845㎡

基金 　   56億8,844万円  

令和３年度下半期

市債

大田原市の財政状況

99億7,878万円
105億7,073万円

80億1,093万円
73億2,619万円
75億6,118万円
75億6,118万円

24億1,730万円
17億9,730万円

18億4,423万円
18億4,423万円

３億4,234万円
３億4,319万円

35億4,146万円
36億2,377万円

26億6,837万円
23億1,663万円

137億6,632万円
127億1,639万円

41億9,994万円
34億　332万円

36億6,179万円
36億4,242万円

41億　896万円
34億9,000万円

34億1,485万円
31億1,896万円

29億　400万円
23億4,585万円

13億2,308万円
12億　891万円

12億7,961万円
12億　664万円

３億9,496万円
５億3,180万円

11億7,424万円
９億4,309万円



湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎

2022.77

市中銀行	
26億
9,177万円

（8.8％）

特別会計の状況

市債の借入残高

会計名 予算現額
収入済額（収入率）
支出済額（支出率）

国民健康保険事業費
特別会計 85億 2,163万円

83億 6,957万円
（98.2％）

81億 2,569万円
（95.4％）

介護保険
特別会計 72億 8,162万円

70億 7,044万円
（97.1％）

65億 9,501万円
（90.6％）

子育て支援券
特別会計 2,050万円

2,482万円
（121.1％）

242万円
（11.8％）

後期高齢者医療
特別会計 ７億 3,887万円

7億 3,462万円
（99.4％）

7億 1,692万円
（97.0％）

須賀川財産区
特別会計 95万円

94万円
（98.9％）

70万円
（73.7％）

■一般会計
306億2,101万円

教育債
47億4,667万円
（15.5％）

土木債
51億4,298万円
（16.7％）

衛生債
３億8,630万円

（1.3％）

総務債
33億

6,594万円
（11.0％）

農林業債
５億1,746万円

（1.7％）

民生債
２億13万円

（0.7％）

消防債
６億1,259万円

（2.0％）

災害復旧債
２億83万円

（0.7％）

公営住宅債
4,556万円（0.1％）

　市債の発行については、その返済について普通交付税措置のある地方債を優先的に
発行し、財源の確保に努めています。特に、返済額の70％が普通交付税として措置され
る合併特例債を積極的に活用しています（合併特例債現在高69億7,889万円で全体の
22.8％）。
　なお、市債は令和４年４月～５月にも借り入れを行うため、市債の最終的な年度末
残高はこれより増加します。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額
は、内部留保資金で補てんしました。

水道・下水道事業の経営状況
■収入および支出の状況

＜収益的収支＞
事業運営を目的とした収支

収入 水道　　16億8,222万円
下水道　20億1,132万円

支出 水道　　14億6,953万円
下水道　17億1,580万円

＜資本的収支＞
施設整備を目的とした収支

収入 水道　　２億5,596万円
下水道　５億3,176万円

支出 水道　　10億1,285万円
下水道　12億7,721万円

■業務の状況（令和４年３月 31 日現在）

給排水戸数 給水　２万8,009戸
排水　１万4,993戸

給排水人口 給水　６万5,994人
排水　４万5,360人

財務省など
102億7,919万円
（33.6％）

地方公共団体
金融機構
128億
2,529万円
（41.9％）

その他金融機関
19億7,593万円

（6.5％）

栃木県	
７億6,885万円

（2.5％）

かんぽ生命保険
１億1,019万円

（0.3％）
共済組合など
19億6,979万円

（6.4％）

臨時財政
対策債など
154億
255万円
（50.3％）

広報おおたわら有料広告募集
２号広告（青枠）※１号広告２枠分

●掲載枠…縦45㎜×横180㎜
●掲載料金…30,000円
●掲載ページ…広報おおたわら「お知らせ」の最下段

１号広告（グレー枠）
●掲載枠…縦45 ㎜×横90 ㎜
●掲載料金…15,000円
●掲載ページ…広報おおたわら「お知らせ」の最下段

●発行回数…毎月１日発行
●発行部数…21,000部
●申込方法…所定の用紙に必要事項を記入の上、
　要領に定められた書類を添えて下記まで申し込み
　　　　情報政策課　　６階 　（２３）８７００本

目的別 借入先別
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